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かの有名な トロイ戦争について,実 際の目的 と動機 はどうだったのかを述
べる。 トロイ戦争は,ト ロイのパ リスに奪われた絶世の美女 ・スパルタの王
妃ヘレネーを,ギ リシャ方が奪い返すために行われたとされている。しかし
それが本当の目的であったのか。
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1前 史
ギ リ シ ャ 小 史
BC.3000ころ
BC.2000ころ
BC.1300ころ
BC.1200ころ
BC.700-500
BC.490
BC.431-401
BC.323か ら
エーゲ海で青銅器文化が始 まる。
クレタ島にミノア文化がおこる。
トロイ戦争が起 きる。
ミュケーナイ文化が滅ぶ。
アルカイック時代。都市国家。
マラ トンの戦いで,ア テネはペルシャに勝つ。
ペロポネソス戦争,ア テネ対スパルタ。ペロポネソス戦争
で,ス パルタがアテネに勝つも,ギ リシャは衰える。
アレクサンダー大王の支配。ギ リシャはマケ ドニアに支配
される。アレクサンダー大王が東方支配 をする。ヘレニズ
ム文化が誕生する。
ヘ ロ ド トス(HRODTOC,Herodotos,BC.c.484-430以後)は,小 ア ジア
のハ リカ リナ ッソスの名 門 リュクセスの子 として生 まれ た。彼 は党争 に敗れ
てサモス に逃 げた。帰 国 して,後 にアテ ネにゆ き,ペ リク レスや ソフ ォクレ
ス と交際 した。BC。443年,南イタ リアの トウオ リオ イ建設 に参加 し,BC.430
年後,死 んだ。彼 は,エ ジプ ト,フ ェニ キア,黒 海北部,バ ビロニ ア,キ レ
ネな どを歴訪 した。従来 の散 文史家 と違い,ア ジア とギ リシャの対立 ・抗争
とい う総合的視 点 を うちだ し,そ の頂 点 としてペ ル シャ戦争 を 『歴史』9巻
に記 し,歴 史 の父 といわ れた。
彼 の 『歴史』 によれ ぼ,リ ュデ ィア は,
ヘラクレス家 〉 カンダ レウス(リ ュデ ィア王)
○○
王妃
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○○
メルムナス家 〉 ギュゲス → アルデュス →
サデュアッテス → アリュアッテス → クロイッソス
という系図になる。クロイッソスはギリシャの大半 を征服 した最初の人であ
る。クロイ ッソスは,ア テネとスパルタ と,同盟関係 を結ぼうとした。アテ
ネはペイシス トラトスが支配 していた。スパルタはかつてリュクルゴスが王
だったが,そ の後 は,ア ナクサンドリデス とアリス トンが王になった。 クロ
イッソスはスパルタと同盟 した。彼はペルシャのカッパ ドキアを攻めた。し
か し反抗 されて,ペ ルシャ(キ ュロス王)が,リ ュディアの都サルディスを
占領 し,ク ロイッソスを捕 えた。
この系図のヘラクレスは,神 話によればこうである。ゼウス神 とダナエー
の子ペルセウスの孫 アルクメネは,ア ムピトリュオンの貞淑な妻だった。ゼ
ウス神が彼女を見そめて近づいた。ゼウスはその夫 に姿をかえて交わった。
生まれたのがヘラクレスだった。ゼウスが,生 まれる子に支配権 を与 えると
述べた。ゼウスの妻 ・ヘラ神 はそれを嫉妬し,ヘ ラクレスが生 まれるのを遅
くし,エ ウリュステウスを先 に生まれさせた。そこでヘラクレスは彼の支配
に服す ることになった。ヘラクレスはそれに不満であり,そ こでエウリュス
テウスは,10の苦行をすれぼ,自 由にさせると言った。その通 りにヘラクレ
スははじめ10の,そ の後12の苦行をした。それ以来ヘラクレスはギリシャ
の英雄の1人 と称 えられるのである。
ギリシャは,オ リエン トから文明の影響 を受けた。ギ リシャ人 はエーゲ海
の島々を利用 して活躍し,オ リーブと葡萄,大 理石 と壷が特産であった。初
めミノア(ク レタ島中心の)文 明が起 こり,クノッソス神殿 と,そ のミノス
王が代表的であり,BC.1700-1400年ころが最盛期であった。
イギリス人考古学者アーサー ・エヴァンス(1)が,クレタ島で ミノス王のク
ノッソス宮殿を発見し,発 掘した。クレタ島の現在の都市はイラクリオンで
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ある。クレタ文明は ミノア文明 と名付けられた。クレタ島のユクタス山はゼ
ウスが葬 られた所 とされる。エヴァンス以来,次 々 と発見がなされた。
ギ リシャでは,クレタ人 に代わって ミケーネ人が登場する。それはBC.1500
年ころか らであり,彼らは東地中海の主人になった。ミケーネ文化 はBC.1600
からBC.1200またはBC.1100年まで継続する。後にシュリーマンは,半分露
出していた ミケーネ文明を発掘 した。
北方ギリシャ人の移住 ・浸入が原因で,ミ ケーネ時代=文 明が滅びた。新
しい支配者である彼 らは,ア イオ リス人,イ オニア人,ド ー リア人であり,
主にドー リア人である。彼 らはその後,歴 史 に登場することはな くなった。
その後ギリシャにポリスが成立 した。その一っアテネは英雄テセウスが多 く
の村 を集めて作ったポリスだという伝説がある。ポリスは,初 めは王制で,
前8世 紀に貴族制になった。 この時ここに市民共同体が発生 し,前7世 紀に
は法治体制が形成された。そして文化の面ではギ リシャ文字が作 られた。ギ
リシャで はオリンボスの神々の信仰が定着し,オ リンピア競技会がBC.776
年 に初めて行 なわれた。ギ リシャ人は自らを,バルバロイ(野 蛮人)に 対す
るヘレネス(ギ リシャ)と考えた。ギ リシャ統一体が成立 し,大植民活動が
始 まった。 まず南イタ リア,南 仏海岸,北 アフリカ海岸,つ いで黒海地方へ
植民し,こうしてギリシャ経済圏が出来た。ギ リシャは,植民都市 をギ リシャ
的に作 り,しかし母国の従属地 とはしなかった。
トロイ戦争の時代,BC.1300年ころは,世界 は次のようであった。四大文明
が栄えていた。ギリシャにはポリス(都 市国家)が 誕生 し,王制がしかれ,
ミノア文明からミケーネ文明へ移 っていた。つまりギリシャ本土 を中心 とす
る文明時代 になっていた。大事件 としては,1,モ ーゼが出エジプ トを敢行
した。2,セ ラ島(英 語名サ ントリー二島)で 大爆発が起 こった。 この大事
件 をきっかけに,ミ ノア文明からミケーネ文明へ移ったのではないか。加え
て,記 録 として,『旧約聖書』には,モ ーゼの時代に,ト ロイのプリアモス王
がエジプ トのファラオ(日 本語聖書ではバロ)に,贈 り物 をしている件があ
トロイ戦争 7Z
る。
2ト ロイ戦争の真実
『歴史 』,エ ジプ トの部 で,ヘ ロ ドトス は,エ ジプ トの祭 司たちが彼 に語 っ
た話 を書 く。 トロイ の王 の息子 であ るア レクサ ン ドロスは,ス パル タか らヘ
レネ と財 宝 を奪 い,母 国へ 向か ったが,烈 風 に流 され,エ ジプ トへ漂 着 した。
エ ジプ ト王 メ ンピス のプ ロテ ウスは,パ リス,ヘ レネ,財 宝,従 者 を召 し,
女 と財 宝 を持 ち さ らぬ こと とした。
ア レクサ ン ドロスが トロイで はな くエ ジプ トへ漂 流 した話 を,ホ メロス は
知 っていた。叙事 詩 「キ ュプ リア」 はホ メロスの もので はない。 ホメロスの
「イ リアス」で は,ア レ!クサ ン ドロス はヘンネ を連れ て漂 泊 した,と す る。
この祭 司 たち は,メネ ラオ スか ら伝 え聞 いた とす る話 をヘ ロ ドトス に した。
ヘ レネ を取 り戻 すべ くギ リシャの大軍 がテ ウクロイ=ト ロイへ攻 め寄せ た。
上陸 してか らイ リオ ンの城 に使者 を遣 わ し,当 のメネ ラオス も同行 した。一一
行 は,ヘ レネ とア レクサ ン ドロスが奪 った財宝 の返 還 と,賠 償 を要求 した。
しか し トロイ側 の返 答 は,ヘ レネ も財 宝 もエ ジプ トにある ことを盾 に,だ か
ら償 えない と拒否 した。 しか しギ リシ ャ人 は,ト ロイア人 に愚弄 されてい る
と思、い こみ,攻 撃 を したのだ った。 しか し城 を占領 して もヘ レネ を見 つ ける
ことはで きなかった。 そ こでギ リシ ャ人 は,や っ と トロイ側 の はじめの話 を
信 じ,メ ネラオス をプロテ ウス(エ ジプ ト)の 許 へ遣 わ した。 メネラオス は
エ ジプ トへ ゆ き,ヘ レネ と財宝 を返還 して もらった。メネラオス は,そ の際,
エ ジプ トの子供2人 をさ らって い くとい う悪事 をや った。
とい うわ けで,こ の記述 で は,ヘ レンは トロイ にい なかった事 を証 す るの
で あ る。それ ゆえ,ヘ レン奪 回が トロイ戦争 の 目的 だった とは考 え られ ない。
戦争 は トロイの財 産 を奪 うのが 目的だ った のであ る。仮 に初 め は知 らなか っ
た として も,10年 もの問,ト ロイの地 にヘ レネがい ない ことを知 らないでい
た とは,考 えに くい。 お互 い にスパ イ を送 りあってい ただ ろうし,メ ネ ラー
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オスがエジプ トに行っているのだから,それを考慮 に入れ るならぼ,そ こに
は矛盾が浮上 して くる。
3ア レクサ ン ドロス=パ リスの妻?
ペーレウス とテティス(女 神)一 後 にアキレウスを産 む一 が結婚 した
時,彼 女はすべての神を招待 したが,エ リス(争 いの女神)だ けが招かれな
かった。そこで彼女は怒って,「一番美 しい女神へ」と書いた黄金のりんごを
座に投 げ込んだ。へ一ラー(ゼ ウスの正妻・神),アプロディーテー(愛 と美
の女神),アテーナー(知恵の神)が,そ れぞれそれは自分のものだ と主張し
た。三女神が美を競ったのだった。ゼウス神は,ト ロイの王子パ リス(=ア
レクサンドロス)に 審判させる。
ペ ーレウス ○○ テテ ィス(神)
!
ア キレウス
トロイの王はプ リアモスで,パ リスはその息子だった。彼が生まれた時,
彼が この国の滅亡 の原因になるという予言があった。そ こで父は彼 をイー
デー山に送って羊飼い として成長させた。生まれた時の名はアレクサンドロ
スで,そ の後パ リス と名乗 る。
さてパ リスが,誰 が美 しいか というこの難 しい審判(2)を命 じられて,3女
神がそれぞれ約束 を提示 した。アプロディーテーに美の勝利 を与 えた褒美に
は,彼 女は人間の中で一番美しい女性 をパ リスの妻にすると約束した。そ こ
でパ リスは黄金 の りんごをアプロディーテーに与 えた。だがそのため彼 は
ヘーラー とアテーナーを敵に回す ことになった。以上,神 話である。
昔,フ ェニキア人がギリシャのアルゴスに商売でやってきた。彼 らはその
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イナコス王の娘 イオを奪 って,エ ジプ トへ向かった。逆に,ギ リシャ人(た
ぶんクレタ人)が フェニキアのチュロスへ侵入 して,王 の娘エウロペ を奪 っ
た。またギリシャ人(た ぶんクレタ人)は,コ ルキス(黒 海東岸)か ら王女
メディアを奪った。
トロイのプリアモス王の子アレクサンドロス(=パ リス)は,そ れ らのか
つての略奪事件 を知 り,自分 もそうしようとした。アレクサンドロスはヘレ
ネーを奪い去った。神話によれば,スパルタ王の妻レダにゼウス神が惚れて,
白鳥に身を変えて近づいた。生まれたのがヘレネーである。アレクサ ンドロ
スは,女神たちの審判で,人間の中で一番美 しい女性を与 えるとされたか ら,
ヘレネーを与えられたのである。
ギリシャ側はまず トロイに使者を送 り,ヘ レネの返還を求め,略 奪に対す
る賠償を請求することにした。しか しギリシャ側の申し出に対 して,ア レク
サンドロス=ト ロイ側ではメディア略奪の先例を盾 にして,ギ リシャ側が 自
分では保障も払わず,返 還要求にも応 じなかったにもかかわらず,他(=ト
ロイ)か らは補償 を得ようとしている,と なじった。
ギリシャはアジア(=ト ロイ)へ 軍 を進 めたので,こ こからはギ リシャ人
が悪いということになった。ペルシャ側の意見では,女 の略奪は悪人の所業
であるが,本 気になって報復をしようとは,愚か者のすることである,と。
ちなみに,ト ロイはペルシャの地にある。(『歴史』)しかしこの間,歴 史が変
わっていた。 こうして トロイ戦争が開始 された。
4ト ロイ戦争勃発 まで
ホ メ ロ ス の11iasとOdysseiaの以 前 ・同 時 代 に は 多 くの 叙 事 詩 が あ っ た 。
そ れ ら を ト ロ イ エ 叙 事 詩 圏 と い い,作 者,作 品,巻 数 を あ げ る と,次 の も の
が あ っ た 。
Statiussまた はHegesias,Kypria.11巻.Homeros,11ias.24巻.
Arktinos,Aithipios.5巻.Leskes,11iasmikras.4巻.
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Arktinos,11iouPersis.2巻.Homeros,Odysseia.24巻.
Eugamon,Telegoneia.2巻.
この うち ホメロスの2つ の作 品だ けが後世 に伝 え られた。残 されなか った
もの には梗概 が あ る(後 述)。
ホメロス(Homeros)は,小ア ジア,イ オニ ア北部 のキオ ス島ス ミュル ナ
あた りの生 まれ で,イ オニ ア文化 の人で あ る,BC.8世紀の人 で,半 ば伝 説 的
人 物で あ り,ギ リシ ャ最大 の詩人,吟 遊詩人 で ある。彼 は盲 目だった。 その
「イ リアス」IAIAZ,11ias(トロイ戦 争物語),「オ デ ッセイア」Odysseia(オ
デ ッセ ウスの帰 国物語)は,彼 が書いた か どうか分 か らない,歌 った もので
あ る。この2つ の叙 事詩 の背後 には既述 の よ うに長 い叙事詩 の伝 統が あった。
『イー リアス』は一万数千行 に及 ぶ英雄 叙事詩 であ る。BC.12世紀 ころ事実
としてあった と推定 され る トロイ戦争 を反映 ・記述 してい る。 この詩 の完成
はBC.8-9世 紀 ころ らしい。口承文学 としての伝承 の うえに成 立 し,数百年
にわた る幾 多 の吟唱詩 人 の手 をへた もの を材料 として完成 した。 ホ メロスは
BC.900ころの人 であ り,個 人 でな く,集 団 に冠 された名か もしれな い。
他方,『オ デ ュッセ イア』0△TΣΣEIAは,英 語 ではユ リシー ズで,オ デ ッ
セ ウスが トロイアか らイ タケーへ帰 る物語 で ある。 これ は,『イー リアス』か
らお そ ら く数十年後 につ くられた。
ギ リシ ャ神 話 とホメ ロス の詩 は,ヨ ー ロ ッパ人 の教 養 をな してい る。 ヨー
ロ ッパ は,ギ リシャの学問 ・思想 ・文化 ・政 治 を愛 し,ギ リシャ神話 が受 け
継 がれ た。神 話 は どこで もある。 日本で も,稗 田阿礼 による古事記 が ある。
神 話 は権力 に とって必 要で ある。ギ リシ ャの多 くの物語 で は,ギ リシャの貴
族 を神 の後 喬 とみな し,血 筋の良 さと権 力者 との正当性 を付 与 した。『イー リ
アス』 でのギ リシ ャの神々 は人 間的 な性格 をもってい る。例 えば,神 々 は,
それ ぞれの軍,人 物 を贔屓 に してい る。彼 らは,い つ も自分 に貢物 ・供 え物
を与 える人 々 を守 ってい る。 ゼウス はた くらみ を行 な う。神 は人 ・神 と性愛
を行 ない,人 間 くさい。例 えば,ゼ ウス は妃 の化粧 に よる魅力 に まけて しま
う とい う例 もある。
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(ミケーネ王)ア トレウス
「」 一
アガ メム ノー ン メネ ラーオ ス
(ミケーネ王)(ス パ ルタ王)
○○
ク リュタイムネ ス トラー
ゼウス ○○ レーデー
1
∞ ヘ レ不一 ∞
○○ テ ユンダ レオー ス
(スパ ル テー王)
パ リス
Kypria
スパル テー王 テユ ンダ レオ ース(Tyndareos)の后 レーデー(Lede)と大
神 ゼ ウス との問 に生 まれた(3)絶世 の美女 ヘ レ/ネー の 婿選 びの席 に,全 ギ リ
シャの王 ・諸侯 が集 まった。 テ ユンダレオース は,そ の中の一人 を選 べ ぼ争
いが生 じると怒 る。 オデ ュ ッセウス(イ タケー)は この時,集 まった英雄 た
ち に,婿 選 びの決定 に は従 うこと,そ してヘ レネー夫婦 に事が あった際 には
すべて一致協 力 して助 ける ことを約束 させ た上で,誰 か を選択 す るようにす
すめた。テ ユンダ レオース は,席上 の人々 にその誓言 をさせ た上 で,メ ネ ラー
オス(ミ ケーネ王 ア トレウスの二 男で,ア ガ メム ノー ンの弟)を 婿 とす る。
さて トロイ のパ リス はギ リシャに渡 り,ス パル タ王 メネ ラーオス に迎 え ら
れた。 その妃がヘ レネーで,女 性 の 中で一 番美 しい人 だ った。パ リス はヘ レ
ネー を口説 き,メネ ラーオスの留守 の問 にヘ レネー と財宝 を奪 って立 ち去 り,
トロイ に連 れ て行 った。 そ こで メネ ラーオ ス王 は ギ リシャ中 の王 に使 い を
や った。結婚 前 に,大 勢 の求婚者 はヘ レネー を危害 か ら守 る と約束 していた
か らで あ る。 それで皆 が,ヘ レン奪 回の戦 争のた めに集 まった。
イタケー のオ デ ュセ ウスは,ペ ー ネロペ ー と結婚 し,子 もで き,楽 しい生
活 をして いた ので,そ の気 が なか った。 メネ ラー オ スの使 者 が くる と,オ
デ ュ ッセ ウス は気違 い を装 った。使者 は,彼 の幼 い息子テー レマ コス を鋤 の
前 にお くと,父は彼 を脇 に どけたので,そ の行為 に よ り,正気 であ る と分 かっ
て しまった。 オデ ュッセウス は,約 束 を断わ る口実 を失 って しまう。 そ して
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人々を熱心に誘 うようになった。彼は特 にアキンウスに参戦するように誘っ
た。
テティス(海 のニュムペー)は,息 子アキレウスが戦いに参加すると,死
ぬと知 っていた。そこで,ス キュロスの王 リュコメーデスの宮廷 に息子を送
り,彼 を乙女の姿に変装 させた。オデュセウスはそれを聞 き,商人に化 けて
行 き,女性の装身具を姫たちに見せた,ま たそこに武器をまぜた。アキレウ
スは武器 に手を出したので,見 っかってしまい,オ デュッセウスは彼を説得
し,ア キレウスは戦闘に参加することになった。
ギリシャではアガメムノーン(ミ ュケーナイ王)が 総大将 に選 ばれた。ギ
リシャ方のアキレウスに次 ぐ武将は,ア イアース,デ ィオメデス,オ デュッ
セウス,ネ ス トールである。メネラーオス とその兄アガメムノーンは,先 の
約束によって,全 ギ リシャの王侯たちに援助を求め,2年 間の準備で,ア ガ
メムノーンの指揮の下に トロイに遠征 し,ヘレネー と財宝の返還を要求した。
だが トロイ方はこれを容れず,(というよりも,彼女は居ないのだから,どう
しようもない。)ここに10年にわた る攻防が始 まるのだった。
アキレウスやオデュッセウス らのギリシャ各地の王が,大 軍で トロイを攻
め,ヒ ッサ リクの丘の城を囲んで戦った。
トロイ方の武将の一・人 はアイネイアースであり,最強の武人 は王子ヘ ク
トールである。
ギリシャ軍は,船 を トロイ市の前の湾内にひきあげ,そ のそぼに陣営を築
いて根拠地 とし,まず トロイ市の周囲の町 まちをアキレウスの指揮 に下 に
次々 と攻 め落 とす。戦いは10年目に達 した。10年目に トロヤが落城するの
だった。BC.13世紀後半だった。(4)
トロイの王家 は,こ うである。
プリアモス
○○
ヘカペー
トロイ戦争
デーイ ポボス
カ ッサ ン ドラ
ポ リュクセネー
パ リス
ヘ ク トール
○○
ア ン ドロマケ
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このKypriaの話 は,常識 とな って いるが,ヘ レネーは トロイに行 って いな
い 。
4シ ュ リーマ ン
トロイ遺跡発掘に貢献 したのは,シ ュリーマンである。彼 は,1822年,北
ドイツの小村,ノ イエ ・ブコウ(NeueBuckow)の説教師の息子であった。
父がホメロスの英雄の働 きや トロヤ戦役の出来事 を語 り,8才の時,「子供の
世界史」を与 えた。そこに トロヤ落城の挿絵 を見て,ト ロヤ発掘を生涯の念
願 とした。少女 ミンナ・マインケ(MinnaMeincke)だけが彼に共鳴 し,「将
来の計画に賛成」 した。(邦訳13ページ)彼 は,父 の停職でギムナジウムを
やめ,14才でレアル ・シューレを卒業し,小売店の小僧になった。病気で失
職 し,船 の給仕になるが,す ぐ難船 した。彼 はドイツに帰らず,ア ムステル
ダムへ行き,あ る事務所 に勤めた。独創的なや り方で,英 語をマスターし,
フランス語,オ ランダ語,ス ペイン語,イ タリア語,ポ ル トガル語をもマス
ターする。 しかし彼はこの事務所 を首 になり,別 の商会へ移った。ついでロ
シア語を学んだ。シュリーマンは,1864年にペテルブルグに代理人 として派
遣 され,成 功 した。そこで音信不通であったミンナに結婚 を申し込んだが,
数 日前に他の人 と結婚 した という返事を得て,落胆 した。しかし1847年に大
商人 として登録された。クリミア戦争ではインド藍の取引で儲 けた。ギリシャ
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語をこれまで学ばなかったのは,こ の素晴 らしい言語の魅力が余 りに強 くて
商売をおろそかにするのを恐れたか らだった。6カ 月で近代ギリシャ語,3
カ月で古代ギ リシャ語,2か 年で古代ギリシャ文学を学んだ。「イー リアス」
「オデュセイア」を幾度 も通読した。
彼は1858年,商売で資産が十分になったのを機会に,引退 を考えた。世界
旅行をし,また商売を再び行なうことにな り,1863年末に商売をやめ,再 び
世界旅行 をした。1866年にパ リに住み,考古学を研究 した。1868年,イタカ
(ltaka,イオニア海の)に乗 り込み,発 掘作業 を開始 した。しかしこの時は,
英雄オデュッセウスの宮殿 と信 じた跡地から壷類を発見 しただけで終 った。
しか し彼 は4大発掘期の第1を 始 める。 トロヤ発掘(1871-1873)である。
彼 はヒッサリクの丘 を掘ろうとした。掘る場所はホメロスの言葉から推論 し
た。後期ギリシャ建築の壁に当った。しかし目的は トロヤ遺跡だったので,
とり壊 して進んだ。地下30mを堀 り尽 くして,トロヤを発見した。アカイア
門だった。財宝 も発掘(1874-1878)した。「鍬 と鋤 とによってホメロスの歌
の舞台 をあ らわす ことがシュ リーマ ンの一生涯の目的であった。」(90ペー
ジ)
シュリーマンの確信 は,ト ロヤ戦争を歌ったホメロスの詩の真実性 にあっ
た。そしてホメロスの言葉に導かれて掘った。シュリーマンは,ホ メロスの
詩句が詩人の空想でないことを実証 し,一 方,ト ロヤ文明,ミ ケーネ文明を
発見し,考 古学を巨大に前進させた。個々の判断には誤 りがあったが,彼 の
業績 なしでは,今 でもトロヤ,ミ ケーネ文明の考古学 を通 りす ごせない。(5)
シュリーマンの部分的発掘で この戦争が事実であることが分かった。
普通の話 は以上のようだが,最近の研究ではそうではない。トレイル『シュ
リーマン』(青木書店)に よれば,こ うである。
シュリーマンは,子供の時か らギ リシャに憧れ続けていたわけではなかっ
た。初めからギ リシャに興味があったのでもなかった。古典 ギリシャ語をわ
ざとや らずに最後に学んだ,の ではなかった。商売に必要なので,ギ リシャ
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語をすでに学んでいた。そうなると,彼の書 にある語学のマスターのコツ論
も,疑問 となる。
彼は商売で旅行をし,旅行が大変な興味 となった。旅行者 としての興味の
一つがギリシャとなった。彼 は,考古学の研究でパ リに行った と言う。だが,
パ リの大学で聴講はしたが,そ れは 「一般文化」であ り,それ も途中でやめ
たのだった。しかし素人考古学者 となった。学会の論争を部分的に聞きかじっ
た。 トロイがヒッサリクの丘にあるとは,当 時の学会では考えていず,少 数
派の見解であった。素人のシュリーマンは,深 く学問に関わ らなかった こと
が幸い した。当時はブナルバシが トロイだと考えられていた。シュリーマン
もそのつ もりだった。だが,ト ル コ地方の地主でイギリス人考古学者のカル
ヴァー トが,ヒ ッサ リク説であって,予 備調査 をしていた。彼は,発 掘事業
をやって くれる人 を求めていた。そしてシュリーマンを誘導した。
一方,シ ュリーマ ンは,ロ シア人の妻 と離婚するため,ア メリカ市民権を
偽って取得 した。アメリカでは離婚 しやすかったか らだった。その後,彼 は
学位 をとった。彼は日記で も事実 を書かなかった。彼はギ リシャ女性 と再婚
したが,ギ リシャ女性は貞淑だったからである。彼はルナン(『イエス』伝の
著者)と 友達になった。
トロイ発掘は金のためだった という説がある,しか し古代 を知 りたい とい
う意欲,そ して有名になろうという功名心からでもあった。発掘品 も正確に
記述されたのではなく,中 には購入 した物 も混在 している。出土器の年代 の
確定 も適当=い い加減であった。彼 は,時代測定の決定的要素である,出土
した地層を考慮 に入れなかった。その後,人 に指摘されて,調 査発掘の途 中
か らだが,出 土品の地層 を記録す るようになった。
彼はアテネに居 をおいた。ギ リシャでは,国外に持ち出そうとしなけれぼ,
発掘品が発掘者 自身の所有物 になるという法律であったからである。多 くの
人夫を現地採用 し,発掘作業団に専門家を欠いていたか ら,遺跡を壊 したこ
ともあった。出土品を,ホ メロス神話 に合わせて解釈した。虚偽の叙述 も書
いた。 ミケーネの発掘場所 は,す でに巨大な城塞の廃嘘 として,地 表 に半分
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現れていた。彼は商売では精を出した し,素人ではあるが,遺 跡発掘の分野
では,考 古学的発見の質では世界一だった。
他の話 はこうである。シュリーマンは,ロ シアへの武器の販売,カ リフォ
ルニアの金の仲買人 として,金 儲けをした。それを資金にして,1868年に ト
ロイ発掘 に向かった。彼はアマチュア考古学者カルヴァー トか ら考古学上の
知識を得た。彼はヒッサ リクの丘を掘ったが,乱暴な発掘であった。1873年
に箱 を見つけ,こ れを家に持ち帰った。 トルコ政府は,発 見物の国外への持
ち出しを禁 じていたが,そ れを破 って,ア テネの自宅へ持って行った。それ
を妻にかぶせた り,所有していることを秘密 にしていた。だが,こ れは トロ
イより古い時代 の物だった。っまりBC.3000年ころの文明を見つけたのだっ
た。この丘には9層 の都市があった。トロイは6層 と7層 とに埋没していた。
シュリーマンはついにカルヴァー トの名を出さなかった。
ついで,彼 はミケーネの発掘 に向かい,1876年に開始 した。そこでは,墓
地,財 宝,黄 金のマスクを発見 した。シュリーマンはこれをアガメムノーン
のマスクだと見なしたが,後に否定され,アガメムノーンの時代 よりも300年
ほど前の物だった。シュリーマンは結局,ア ガメムノーン時代の物 を発掘で
きなかった。
シュリーマンの死後,1932年にブレーゲンが トロイの門を発見 し,加えて
2つの遺跡を発見した。一つは平和な町,一 っは窮乏 した町であり,ト ロイ
戦争時代にはすべての人が町に入っていた。ブレーゲンは,発掘中に巨大な
壷を発見 した。ブレーゲンの調査 した段階 ・時点では,ト ロイは大 きな城塞
ではなかった。 その後再発掘されて分かったのだが,町 の外側に大 きな防壁
があった。すなわち町は二重になっていた。ブレーゲンは トロイが焼 けた と
推測 したが,1990年に,トロイは軍隊によって破壊された と結論づけられた。
トロイの財宝 は,ドイツが奪 って,ベル リン博物館に収納 された。その後,
第二次大戦で,ソ連が略奪 して,モスクワのプーシキン博物館 に収蔵された。
ロシアは1993年にその所在を認 め,1996年か ら一般公開された。
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6ホ メ ロス 『イ ー リア ス』
ホメロス 『イー リアス』は,10年間続いた トロイ戦争のうち,落 城の時期
を除いた最後の1年 を叙す詩である。
第1巻 〈疾病 と憤怒のものがた り〉
ギリシャ(ア ルゴス勢)軍 がテーべ を攻 め落 とし,戦利品としてアガメム
ノーンへは乙女クリューセーイスを与 えた。 ところがアポローンの神官 を勤
める娘の父が,沢 山の身の代 をもって娘 を購いたいと,や ってきた。
アガメムノー ンだけは,こ れに大層機嫌 を悪 くし,神官に侮辱を加えて追
い返 した。老人はやむな く帰 り,アポローンに祈 ると,ア ポローンはそれを
聞いて,ア ルゴス勢 に向かって過いの矢(あ るいは疾病)を どん どん放った
ので,兵 士達は次から次へ と死 んでいった。占い師が矢の神託 を説き明かし
たので,ア キレウスが神意 を宥めるようアガメムノーンに薦めたが,彼 は腹
を立ててアキレウスを脅 しつけた。アキレウスは,災 いは彼女を返さなかっ
たか らだ と非難 し,ア ガメムノーンは娘 クリューセイスを送 り返す ことに同
意 し,手放す。その代わ りアキレウスに与 えられた乙女プリーセーイスをよ
こせ と言い,連 れていってしまう。アキレウスは従 うが,怒 ってギ リシャへ
帰ると言う。(5)
パ リスが美 しさを軽んじたので,へ 一ラー神 とアテーナー神 はトロヤに敵
意をもち,そ れ にポセイ ドーン神 も加担 した。アプロディーテー女神 はトロ
ヤに好意 をもち,ア レース(軍 神)も であった。
アキレウスの母 ・海の神テティスは,息 子のいさかいを知 り怒 り,ゼ ウス
に懇願 し,息子の恥辱をそそ ぐよう,次の会戦で トロヤを勝たせよと頼む。
(7)
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第2巻 〈ボイオーティア,ま たは船軍のカタログ〉{ギリシャ軍はイカ リア
海沿岸にいると思える。そして9年 間戦 っている。}
ゼウス神 は計 り事をたて,ア ガメムノー ンに トロヤ攻撃 をすすめる。ギ リ
シャ側 は再び トロヤ攻撃の陣を立てた。ギ リシャ側 の船は ミケーネ勢 を除い
ても1000隻以上 であった。その うち怒ったアキレウスの勢は参加 しなかっ
た。 トロイア勢 と同盟軍 はプ リアモス王の宮殿のす ぐ前のつき立った円丘で
勢揃い した。
第3巻 〈誓約,城 壁か らの検分,パ リスとメネラーオス との一駒打ち〉
トロイア方の先陣 として現れたのはパ リスで,彼はメネラーオス(ヘレネー
の前夫)が 現れたので,肝 をっぶして逃げる。 それをヘク トール(パ リスの
兄)が 叱る。パ リスはそこで自分 とメネラーオス との果 し合いを提案 し,勝
利 した方が財宝全部 とヘレネー とを とることにした。
プ リアモス王 とアガメムノーンが誓約をし,一駒打ちが始まる。パ リスが
青銅の槍を投 げ,楯 に当たってささる,次 にメネラーオスが投げると,楯 を
破って肌着 まで切 り裂 く。そして剣で兜をうつと剣が粉々になる。そこで彼
は,パリスに躍 りかかり引きつって くるが,兜だけであった。そこで槍 をもっ
て躍 りかかったが,女 神アプロディーテーがパ リスをさらって奥の間につれ
てゆ く。パ リスとヘレネーは閨へゆく。(史実からすると,ヘレネーはここに
いないので,閨 にゆくわけがない。)
第4巻 〈誓約の破棄,ア ガメムノー ンの部隊査問〉
神 は,ト ロイア軍からまず先に誓いを破って,ギ リシャ勢に害 を加 えるよ
う企てた。パ ンダロスはメネラーオスに矢を射て,彼 は負傷する。事実上メ
ネラーオスが一駒打ちで勝 ったのに,その誓約を破 られたので,アガメムノー
ンはギ リシャ軍 を叱太激励 し,軍 勢の問を廻 り,攻撃をする。両方の戦闘が
始 まる。
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第5巻 〈(ギリシ ャ軍 の)デ ィオ メー デースの武勇謳 〉
第6巻 〈ヘク トール とア ン ドロマ ケーの 出会 い〉
こ
ヘ ク トール はパ リス を参戦 させ にゆ く。 またヘ ク トール は,ト ロイ ア勢が
苦戦 と聞 いて,城 壁 に向か った妻 アン ドロマケー に会 い にゆ く。彼 らは途 中
で出会 って,語 り合 う。(8)
第7巻 〈ヘク トール とアイアースの一一駒打ち,死者の とりかたづけの段〉
アポローンとアテーネーが計画 し,ヘ ク トール とギリシャ軍一番の勇士 と
を一駒打ちさせようとする。ヘク トールが呼びかける。メネラーオスは立ち
上がるが諌められ,アガメムノーン以下9人 が立ち上がる。そこで籔をふ り,
アイアースに決まる。ヘク トールは槍を投げる。アイアースも投げる。手槍
の戦い,石 塊の戦いにな り,引 き分ける。
ギ リシャ軍 は,戦死者の火葬のため一時休戦 を考える。 トロイ側では,一
案 としてヘレネー とギ リシャからもって きた財宝 をギ リシャに返 そうとす
る。これに対 しパ リスは拒否す る。妻は返さない,し かし財宝は余計 にっけ
て返す と。プ リアモス王 は,ギ リシャ方へ使者 を送 り,パ リスの案 と,死者
の屍 を焼 き終 えるまで停戦することを告げる。ギ リシャ軍 はパ リス案を拒否
するが,停 戦 を受諾する。翌 日両軍 は戦死者 を火葬にする。ギリシャ側は墳
をっ くる。(ここでもフィクションが入 ったわけである。)
第8巻 〈戦い腰砕 けの段〉
トロイア側が攻勢に立つ。ゼウスの加護 と,と りわ けヘク トールの奮戦に
よって,ギ リシャ側は纂を乱 した。
第9巻 〈アキレウスへの使者派遣祈願の段〉
敗戦にアガメムノーンは気落ちして,帰 国を提案す る。ディオメーデース
はそれを諌め,長 老ネス トールはアキレ!ウスをひき戻す案を提言する。アガ
メムノー ンは以前の過ちを認め,財,ブ リーセーイスを含 めた女,馬,1人
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の 自分 の娘,城 を贈 って,加 わ る よう,使 者 をむ ける。 しか しア キレウス は
激 し く断わ る。
第10巻 〈ドロー ンの段〉
ギ リシャ方は間諜 を放 つ こ とに した。 まず デ ィオ メー デースが指名 され,
彼 はオデ ュセウス を仲 間に選 ぶ。 トロイア方 も会 議 を開 き,間 諜 を送 るこ と
に した。名乗 りを上 げたのは ドロー ンだ った。偵察 にきた ドロー ンを,デ ィ
オ メーデー ス とオデ ュ ッセイス は見 つ けて,わ ざ とや りす ごし,後 を追 う。
捕 まった ドロー ンは トロイア情勢 をすべて喋 って しまい,直 後,首 を切 られ
る。 デ ィオ メーデース は,ト ロイ ア陣 に入 り込 み,ト ラキア勢13人 を殺 し,
その間,オ デュ ッセ ウスは馬 を奪 って しまう。
第11巻 〈アガメムノーンの武勇讃〉
ギリシャ方は敵の堅陣を破 る。その中でアガメムノー ンが奮戦し,多 くの
敵を倒す。ゼウス神はヘク トールに忠告 を与える。アガメムノーンが荒れ狂
う間はヘクトールは引き退 り,他の武士に激 しい合戦 をすすめ,アガメムノー
ンが退いた時,ヘク トールに武力を授けると。アガメムノーンは負傷 し退 く。
ヘク トールを中心にトロイア方が反撃する。ディオメーデースは槍を投げ,
ヘク トールにあたるも,死 に至 らせず。パ リスの矢はディオメーデースの足
の甲を突 き抜ける。オデュッセウス1人,負 傷 しつつ も奮戦する。メネラー
オス,ア イアースが救いにゆ く。アキレウスは心配 し,親友バ トロクロスに
戦況をきかせに遣わす。
第12巻 〈船陣の囲壁での戦い〉
ギリシャ方の作 った錘壕の上に囲壁があり,トロイ方は5部 隊で攻める。
リュキア方(ト ロヤ)の サルペー ドーンがメネステウス陣を攻 める。大アイ
アースとテウクロス(弓 の名手)が 助 けにくる。ヘク トールは大石で門をこ
わ し,ト ロイア軍 は囲壁の中に入る。
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第13巻 〈船わ きの戦い〉
大地の神 ポセイダーオー ンは,ギ リシャ(ア カイア)勢 を激励する。激戦
となる。
第14巻 くゼウス隔着の段〉
トロイアの攻勢に,老 将ネス トールは戦術 を決めるためにアガメムノーン
を訪れる。アガメムノーンは後退すなわち船を沖へ出す策を述べ,ディオメー
デースはこれに反対 し,攻撃を進言する。 トロヤ方に肩入れ しているゼウス
神 に,その妃ヘーレー女神は一計 を案じた。化粧 をしゼウスの心をかきたて,
床 に入 り,眠 らせた。その間,大 地 の神ポセイダーオンはギリシャ方を再武
装 させ,再 び合戦がはじまる。アイアースの投げた大石でヘク トールが負傷
する。
第15巻 〈船辺か らの撃退〉
トロイア方は崩れる。ゼウス神 は目を覚 まし,へ 一レー女神を叱る。虹の
女神イー リスと射手のアポローン神 を呼ぶ。イー リスは,ポ セイダーオンに
戦いか ら手 を引けというゼウスの言を伝える。アポローンはヘク トールの所
へゆき,ア カイア ・ギリシャ軍 を敗走 させ よと力づける。ヘク トールを先頭
にギ リシャ方を敗走させる。船辺 まで攻め立てる。
第16巻 これ を見 ていたバ トロクロス は嘆 き悲 しむ。 そ してア キレ/ウス に,
その武具 を 自分 に貸 して出陣 させ よ と頼 む。 アキ レウス は,船 陣 か ら敵 を追
い払 った ら引 き返せ とい って,親 友 バ トロク ロス に甲ち ゅうを与 え る。 その
間ギ リシャ方 の船 に火 の手が上が る。バ トロ クロスが アキ レウスの部 下 ミュ
ル ミドー ン族 の5隊 を率い て出陣 し,ト ロヤへ反撃 し奮戦 し,ヘ ク トール以
下 が退却す る。 リュキア(ト ロヤの同盟軍)の 大将サ ルペ ー ドー ンもバ トロ
クロス に討 たれ る。バ トロクロス は勝 ちに乗 じて アキ レウスのいいつ けを守
らず,イ ー リオ スの城 まで,ト ロヤ,リ ュキア勢 を追 って ゆ く。 ヘ ク トール
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はバ トロク ロス1人 をめが けて迫 る。 アポロー ン神 はバ トロクロスの武具 を
はず して しまう。一騎 討 ち とな り,バ トロク ロス は負傷 した のち,ヘ ク トー
ル によって討たれ戦死 す る。
第17巻 〈メネラーオス勇戦の段〉
バ トロクロスの着ていたアキレウスの甲冑を,ヘ ク トールは身につける。
バ トロクロスの屍を奪 うための戦いが続けられる。ギリシャ方は負けなが ら
もバ トロクロスの屍 を持ち去 る。
第18巻 〈物の具作 りの段〉
ネス トールの子アンティロコスがアキレウスに,バ トロクロスの戦死を伝
えた。親友の死にアキレウスが嘆 き悲しんでいると,それを聞いた母テティ
ス神が来て理由を聞 き,ア キレウスが出陣するというので,(鍛冶の)へ一パ
イストス神 に甲冑を作 って貰おうとして赴 く。女神へ一レーはアキレウスを
励 ます。 トロヤ方はヘク トールを先頭に,船 陣まで押 し寄せ,バ トロクロス
の屍 をめぐって双方が奪い合 う。アキレウスは,甲 ちゅうなしで戦列には加
わらずに登場すると,ト ロイア方は恐れて混乱する。バ トロクロスの屍は取
り戻す。 トηヤ方は会議をし,ふみ ととどまるべ きというヘク トール と,城
まで退けというプリューダーマースの意見が対立 し,ヘ ク トール案が賛成さ
れる。テティス神 はへ一パイス トス神 を訪れ,息子アキレウスのために,楯,
ノ
甲冑を作 って くれ るよう頼 む。 へ一パ イス トス は,大 形 で頑丈 な楯,胸 甲,
すね 当て を作 る。
第19巻 〈立腹やめの段〉
テティス女神 はヘーパイス トス神 の作 った物 の具をアキレウスの もとに
持って来 る。アキレウスは船団のもとでギリシャ方の会議をアガメムノー ン
らと開 く。アキレウスは自分の墳 りを捨てると宣言する。アガメムノー ンは
かつての約束の贈物一切を与 えると。ギリシャ軍は戦闘の前に食事 をして準
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備する。アキレウスはバ トロクロスの死 を嘆 き,食事 もしない。そしてかの
物の具 を身につける。
第20巻 〈諸神合戦の段〉
ゼウス神 はすべての神 を会議に集めた。 トロイア方でもギリシャ方でも
銘々が好 きな方 を加勢せ よと。 トロイアの指揮官アイネイアースが,ア キレ
ウスと戦お うと出て くる。投 げ槍の応酬の後,ポ セイダイーオン(神)が ア
イネイアースを持ち去る。アキレウスは4人 の士(指 揮官,戦 士2人,プ リ
アモスの子)を 討つ。弟の死 を見てヘク トールは,ア キレウスと対じする。
だが,ア ポローン(神)がヘク トールをさらってゆ く。アキレウスは荒れ狂っ
たように多数の兵士を討つ。
第21巻 〈河畔の闘いの段〉
アキレウスは トロイエ方 を攻 め,彼 らはクサ ントス[別名スカマンドロス]
河まで くる。アキレウスは敵 を二つに断ち,一 方 を城方へ追 う,他方はクサ
ン トス河 に落ち,そ れを剣で切 りまくる。プ リアモス王の息子 リュカーオー
ンも殺す。クサ ントス河神はアキレウスを波で攻める。しかしヘーパイス ト
ス(神)の 火気で防 ぐ。神々 は争う。アキレウスが城門まで迫 る。 トロイア
方は城門の中に逃げ込む。
第22巻 〈ヘク トール討ち死 にの段〉
ヘク トールだけスカイア門の前でアキレウスを待つ。プリアモス王 と王妃
は囲壁の中に入るよう説 くが,ヘ ク トールは聴かない。アキレウスらが来 る
と,しかし恐ろしくなってヘクトールは,プ リアモス城(イ ーリオス)の 周
りをぐるぐる逃げ回る。神々 は両人に一駒討ちをさせようとする。投げ槍が
はずれ る。ヘク トールは剣 を抜 き,ア キレウスは槍で突 くとヘク トールの喉
を貫き,ヘ ク トールは死ぬ。ギ リシャ勢がきて,ヘ クトールの亡骸か ら鎧 を
とり去 り,そ の体 を武器で刺す。アキレウスは,ヘ クトールの死体を戦車の
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後 ろにつな げ,引 きず る。 プ リアモ ス王以下,ト ロイアの町 の人 々 と妻 ・ア
ン ドロマケー は,そ の死 を嘆 く。
第23巻 〈バ トロクロスの葬送および競技〉
ギ リシャ軍 はバ トロクロスの葬儀 を行なう。また弔いの競技すなわち戦車
の競走,拳 闘,相 撲,徒 競走,決 闘(途中で分けさせる),鉄塊投げ,弓,投
げ槍 を行なう。
第24巻 〈ヘク トールの屍 を貰い受けの段〉
アキレウスは,バ トロクロスの塚の廻 りを,ヘ ク トールの屍を戦車 につけ
て毎 日回る。神々は不欄に思い屍 を奪おうとするが,ゼ ウスはそれはできな
いとし,一計 を案、じる。ティティス神 を呼びっけ,ア キレウスに屍 を返 させ
るよう説 く。アキレウスは承諾する。ゼウスは虹の神イー リスをプ リアモス
王に送 り,ヘ クトールの屍 を贈物で貰い受けにゆくよう勧 める。父王が死体
をひきとりに馬車でゆ く。王はアキレウスと会い食事をする。ヘク トールの
弔いのため11日間の休戦の約束をする。プリアモス王 は休 むが,ヘルメース
神が注意 したのです ぐ帰宅する。トロヤでヘク トールの屍が迎 えられる。妻,
母,ヘ レネー(居 ないはず)は 嘆 く。ヘク トールが火葬される。
「イー リア ス」はこ こまでで あ る。 トロイ落城 の件 りについ ては まだ語 られ
ていない。
7そ の後
アキレウスはプリアモス王の娘ポ リュクセネーを見て,妻にしたいと思い,
その縁談の最中,パ リスが毒矢を放 った。それがかか とに当た り,死ぬ。そ
こは,ア キレウスの母が,全 身を不死身にしようと冥界のステユクス河に浸
したが,彼 女が掴んでいたかか とだけが水につか らなかった所であった。
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オデュッセウスの提案でギリシャ側は木馬 を作 った。そこにギ リシャ勢を
潜 ませた。木馬を残 してギ リシャ軍 は帰国す るふ りをした。 トロヤ側は木馬
を城内にいれる。夜,武 将たちが木馬か ら出て城門を開 け,町に火をかけた。
ギ リシャ軍はその間ひそかに帰ってきていた。 トロイはこうして敗北する。
プリアモス王 は殺される。妃ヘカペー,娘 カッサンドラは,捕 らわれる。娘
ポリュクセネーはいけにえになる。ヘレネーはメネラーオスの もとに戻 り,
スパルタに帰 る。(ヘレネーはエジプ トにいるのだけれども。)
アガメムノーンは,故 国に戻 り,妃 クリュタイムネス トラー とその情夫ア
イギス トスに謀 られて,帰 還祝いの時に殺された。その息子オレステースを
も彼 らは殺すつ もりだった。姉のエレク トラーが弟 をひそかに逃 した。叔父
ス トロピオス=ポ ーキスの王の所へと。オレステースは成長 し,仇 を討 とう
とする。彼は使者を装い,故 国へ戻 り,オレステースの骨だ と偽って持 って
きて,彼 が死んだ と言 う。彼は姉に会って素性 を明か し,母 と情人を殺す。
⑨ただしこの話では,ク リュタイムネス トレーは悪妻だとされるが,現 在で
は,必 ずしもそうだ とは限 らない。
『オデュッセイア』で,ネ ス トールは語 る。「アガメムノーンとネス トール
とメネラーオスは トロイエーか らスーニオンまできた。メネラーオスはその
後,分 けられて,エ ジプ トへ漂流 した。一方,ア イギス トスはアルゴスの奥
でアガメムノーンの后を言葉た くみに誘惑 していた。ク リュタイムネス ト
レーはわきまえのある女なので,初 めのうち,こ のけしからぬことを拒んで
いた。アガメムノー ンの出陣する時,妻 を守 る歌人がついていた。だが后を
承諾 させた時,ア イギス トスは歌人 を無人島に捨て,猛 禽の餌食 とし,后 を
わが家につれて行った。アイギス トスは,帰 ったアガメムノーンを殺害し,
黄金 に富むミュケーナイを七年間支配し,人民 は抑えられていた。8年 目に
オレステースがアテーナイか ら帰 り,ア イギス トスを討った。母親 とアイギ
ス トスの斉の日,メ ネラーオスが莫大な財宝 を積んで帰ってきた。」
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アガメム ノー ン ○○ ク リュタイムネ ス トラー
イ フェゲーニ ア? エ レク トラー オ レステー ス
また『オ デ ュッセ イア』で は,オ デ ュ ッセ ウスが帰 国す る前,そ の息子 テー
レマ コス は,メ ネ ラーオ スに もて なされた こ とが あ る。 その時,妻 ヘ レネー
はオ デ ュッセ ウスの話 をした。:「オ デュ ッセ ウスは奴 隷の姿 で トロイエ ーの
町 に入 り,物 乞 いに身 をや つ した。」彼 はヘ レネ ーだけ は見分 け,彼 女 はギ リ
シャ方 の策 をき く。彼 は トロイエ人 を大勢討 って,情 報 をギ リシャ軍 に もた
らした,と 。
(ヘレネー は この時,こ こにいただ ろ うが,ト ロイエー の町 のオ デュ ッセ
ウスの見分 けは,居 ないか らで きない。)
8ト ロイエ叙事詩圏の種 々の話
トロイエ叙事詩圏の種々の話 はこうである。
Aithiopis
ヘク トールの死後,ト ロイエーに来援 したアマゾーンの女王ペ ンテシレイ
アがアキレウスに討たれる。曙の女神工一オースの子メムノー ンがエティオ
ピアの軍勢 を率いて援 けに来て,ネ ス トールの子アンティロコスを討ちとる
が,ア キレウスの手 にかかって倒れる。アキレウス自身もアポローン神に助
けられたパ リスの矢 に倒れる。その母で海の女神ティティスが,海 のニンフ
とムーサたち と共に現れ,嘆 き,わ が子の武具をギリシャ最大の勇士に提供
すると言 う。オデュッセウスとアイアース(テラモーンの子)が これを争う。
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11iasmikla
ア キレウスの武具 はオデ ュ ッセウス に与 え られ,ア イアース は怒 り狂 気 に
な り自殺す る。オ デュ ッセ ウスは,ト ロイエーの王子 ヘレ ノス を捕 まえ,そ
の予 言 によって,ギ リシャ軍が レーム ノス島 にお き去 りに した ピロクテー ノ
ス を迎 える。 さらにアキ レウスの子 ネオ プ トレモ スを呼 び寄せ る。
ピロクテーノー スはパ リス を討 ち と り,ヘ レネー はパ リスの兄弟 デーイ ポ
ボスの妻 にな る。オ デ ュッセ ウスはスパ イ として乞食 に身 をやつ して トロイ
エー城 内 に潜入 し,ヘ レネー に見破 られ るが,そ の助 けに よって トロイエー
攻略 の計 り事 をたて,城 外 に無事 逃れ る。(ここで もヘ レネー は,パ リスの弟
と結婚 させ られて いる,な ど,フ ィクシ ョンであ る。)ついでデ ィオメーデー
ス と共 に トロイエー の神像 パ ラデ ィオ ンを盗 み出 し,大 きな木馬 の中 に勇士
た ち を武 装 して隠 し,ギ リシャ軍 は 自分 の陣営 を焼 き払 って,テ ネ ドス島 に
退 く。 トロイエー人 は敵去 った と思 い,城 壁 を崩 し,木 馬 を引 き入 れ る。夜
中,勇 士 らは外 にお どり出,ギ リシ ャ軍 は帰 って来,縦 横 に荒れ狂 い,プ リ
アモス王 をは じめ男た ち を殺 し,女 たち は奴隷 とし,町 を焼 き払 い,ト ロイ
エ ー は陥落 す る。
11iouPersisトロ イ エ の 陥 落 の 話 。
Nostoi
トロイエ陥落後のギリシャ諸侯の帰国物語。ネス トール,デ ィオメーデー
ス,イ ー ドメネウスは,無事帰国する。オイレーウスの子アイアースは帰途
難船 して死ぬ。アガメムノーンはミュケーナイに帰ったが,后 クリュタイム
ネス トレー とその情夫アイギス トスとに殺される。メネラーオスはヘレネー
と共 に帰るが,嵐 でエジプ トへ流される。8年 の放浪の後 に莫大な財宝を得
て帰国する。ネオプ トレモスは祖母の女神テティスの教えで陸路国に帰る。
トロイ の後 の話 は,エ ウ リピデスの 「トロヤの女 」による と,こ うで あ る。
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ギ リシャは トロイの財宝を奪おうと機 をうかがっていた。彼 らはヘ レンを
口実 にした。戦争後,ギ リシャ方は,金 銀,武 器,鎧 などを奪 った。 トロイ
の王 は妃の前で殺 された。男性は殺され,女 性は捕われ,籔 で,ギ リシャの
諸貴族の所有物 になった。逃れた者は隊長 らの物 になった。
王妃ヘカベ ー一〉 オデュッセウスのもとへ,その夫人 に仕える。
王女カッサ ンドラ → アガメムノーンへ女 として,し かし狂 う。
王女ポ リクセネ ー一〉 アキレウスの墓守 になり,しかし死ぬ。
ヘク トールの妻アンドロマケは,ア キレウスの息子のもとに,女 として与
えられる。子供が,ヘ ク トールの子なので,殺 されると決 まる。彼は母から
引き離 され,崖 から落 とされた。
トロイの女性 は皆連れて行かれ,奴 隷 になる。
メネラーオスはヘレネに会 う。メネラーオスがヘレネの運命 を決めた。ヘ
レナは,パ リスが来た時,彼 に身を与 えよと女神アフロディーティーの命令
だったと言 う。それにメネラーオス もクレタ島へ行っていて,留守だった と。
パ リスは美 しかった。パ リスの死後,ヘ レンは,パ リスの弟デイボボスの妻
になる。 トロイの宝に目が くらんだのではないか。特にパ リスの死後,逃 げ
るなり,自殺するなり,チ ャンスはあったのではないか。メネラーオスは,
ヘレネを連れて行 くことにする。(この話は,表現が,劇 という性質上,自 由
に空想 されている。)
神話 によれぼ,トロイアのプ リアモス王の娘カッサンドラを,アポロン(学
芸,太 陽,の 神)が 見初めて抱こうとした。その代わ り予言の能力を彼女に
与えることにした。しかしその力を与えられてか ら,カッサンドラは逃げた。
アポロンはその予言力を取 り返せない。そこで彼女の予言を誰 も信 じないよ
うにした。カッサ ンドラは,トロイの木馬の危険を知ったし,それを伝えた。
だが信 じて もらえなかった。戦争敗北後,カ ッサンドラはギ リシャ兵に犯 さ
れ,囚 人 となり,ギ リシャへ送 られ,そ の後殺 された。それも彼女は予見 し
ていた。
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トロイのアン ドロマケーは,ト ロイ戦争敗北後,捕 われの身になった。息
子アスチュアナクスがいた。アキレウスの息子ピュロスが,ト ロイの城内で
彼 を城壁から突き落 とした。 ピュロスが彼女アンドロマケーを引 き取 った。
そして彼女 に求愛 した。
Telegoneia
オ デュ ッセ ウスが,カ リュプ ソー との問 に もうけた子 のテー レゴノス に知
/ら ず して殺 され る。
以 上 の叙事 詩圏 は,Proklos(新プ ラ トン学派 の人,AD.5世 紀)の,ま た
ChrestomatheiaGrammatike(文学便 覧)か らのPhotios(9世紀)の 抜粋
か ら知 る ことがで きる。
9考 察
14世紀にサン トリー二島の大爆発が起 きた。島の上部 に40mの火山灰が
積 もった。大津波が地中海 を覆った。BC.14世紀 に巨石文明が終わった。カル
ナック列石群(フ ランス),イギ リスのス トーン・サークルであり,これらは
地中海技術による建築群である。 これが終焉 したのであった。クレタ(島)
のクノッソス(宮 殿)も,サ ン トリー二爆発で埋 もれた。地震,火 災,大 津
波で,ミ ノア文明が壊れた。 トロイもその噴火により埋 もれた。
トロイア戦争当時のミュケナイなどのギ リシャ諸都市は,か なり発達 した
初期奴隷制的献納王制⑩だった らしい。民衆抑圧の暴力装置 を欠 く軍事的民
主制であり,戦争による奴隷獲得などの刺激で,徐 々に階級が形成されてゆ
く過程 にあった。なおホメロスは,そ れぞれ異なった時代ではあるが,こ の
時代 と自分の時代 とを,い わば化合 して反映 したと見 られる。
トロイ戦争 よりも300年前,ミ ケrネ が トロイと戦ったという例がある。
ホメロスの詩では,女性 は人間的意志を持たない。男性の附属物 として描
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かれる。例えば,ヘ レネーがそうである。戦争の結果,敗 戦国民は奴隷 とな
る。 とりわけ女性である。その結果は,ア ンドロマケーの嘆 きの言葉によっ
て描かれる。(『イー リアス』第24巻の例)
ホメーロスの中にでてくる唯一の庶民(ま たは平民)の 典型 は,テルシー
テースであり,合戦の会議で彼は発言する。「ア トレウスの子[=アガメムノー
ン]よ,何 をまた苦情をいって欲しがっているのか,あ なたの陣屋はみな青
銅でいっぱいにな り,陣屋の中にいる女たちは大勢で,し か も選 り抜きぞろ
いだ……それ とも,まだその上 に黄金がほしい というのか……さあ故郷へ船
をみなもっていってしまおう……」。これは厭戦気分 を代表 している。だがテ
ルシーテースはギリシャ軍中最 も醜い男 として描かれている。そして杖で打
たれる。
ギ リシャ方は1千 の船で トロイへ向かった。トロイは巨大な城塞があった。
戦争はBC.1300年頃であった。 この頃は文字がほとんど使われていない。
メネラーオス=スパルタ側 とトロイ側が貿易関係で競争していた。 トロイ
側では,パ リスとヘレンは相思相愛になり,彼女はそれゆえパ リスに従い,
トロイに向かった とし,一方,ス パルタでは,ヘ レンは奪われたとし,ト ロ
イ側がヘ レンの返還 に応 じなかった,と する。
トロイは,「黄金や青銅であふれた都」と形容 された。トロイは豊かな国で,
当時工一ゲ海貿易の中心だった。ミケーネのアガメムノンは,ト ロイの豊か
な富を奪 うチャンスと見た。 ミケーネは丘の上 にあり,貿易都市だった。ア
ガメムノーンは戦争の始 まる前,時 分の娘を神々への生 け蟄 とした。 トロイ
までは船で5日 ほどかかった。
初 め,ア キレウスは戦いを拒否 した。アガメムノーンは正面攻撃 をした。
しかしパ リスが一騎打ちを申し出,妻 を奪われたメネラーオスがそれを迎え
撃つ形で始 まった。形勢不利になったパ リスは逃げた。 ヒッタイ トの記録で
はアレクサンドロス(=パ リス)が 戦ったとある。
闘いのハイライ トは,ア キレスとヘク トルの一騎打ちであった。 ヒッタイ
トの記録では一騎打ちがあった,と ある。近 くにアキレスの墓があるが,そ
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こからは関係する出土品は何 も出なかった。パ リスが戦死 したら,ペ レネは
トロイにいる必要がなくなった。だが王はプライ ドか ら,ヘ レネーを返 さな
いこととした,と され る。
トルコの北西部 は地震の多発地帯である。木馬か地震かによって,ト ロイ
は倒れた。城塞 を作ったとされるポセイ ドン神の象徴は,ち なみに馬 と地震
であった。
敗北 した トロイに,メ ネラーオスが,ヘ レンを殺そうとして探 した。 しか
し美 しい彼女を,殺 さずにつれ返すことにした,と される。
トロイ側 の,戦争中に誘拐 された女性たちが沢山いた。男たちは殺 された。
トロイの場所は,第1次 大戦ではガリポ リの戦い,か つてはオスマン ・ト
ルコの戦い,ア レクサンダー大王の戦いの,場 となった。そこはダーダネル
ス海峡の入 り口にあり,交通の要所で,貿 易の拠点 として,船 か ら税金 を徴
収 し,莫大な富 を築 いた。 トロイはミケーネ と共に,エ ーゲ海の二大貿易国
家であった。商人や使節が トロイにやってきた。 トロイは通行税 をとった。
トロイ戦争は貿易 をめぐる闘いが原因かもしれない。
以上が,ト ロイの戦争 と滅亡についての普通の解釈である。
これらは常識になっているが,事 実を知れば,ず いぶん飛躍 しており,ヘ
レンの奪回は戦争の理由にはならない。
結論
戦争 の直接原 因 となったヘ レネの所 在 についての,ホ メロスの理解 を,ヘ
ロ ドトス は こう解 釈 してい る。 ホメロス は,ヘ レネが トロイ にい ない こ とを
知 っていた,と 。_ 、
＼
ホメロスは,よ り劇的な効果を狙ったのであった。居なかったならば,誰
が考 えて も,話 はつ まらな くなり,非芸術的になる。そこでヘレネが居 るこ
ととしたのであった。
こういうわけで,ト ロイ戦争はヘレネを口実 とした略奪戦争だった。
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ホメロスの有名な トロイ戦争の物語は,そ の半分が神話である。その上,
神話以外の本質的な叙述 も,芸術的フィクションであることが明白である。
(1)彼はプラカ を歩 いていた。 そ この骨董 品店 で石 ころ を見 つ けた。 そ し
て クレタ島の イラ ク リオ ンへ行 く。
(2)ルーベ ンス 「パ リスの審判」(ド レスデ ン美術館),他2種,が あ る。
ボッテ ィチ ェ リ 「春(プ リマヴ ェー ラ)」(ウフィツイ美術 館)は,こ
れ に関 わ る。ル ノワール「パ リスの審判」(ひろし ま美術 館)。クラナ ッ
ハ(父)が3種 類,マ ニ ュエル,パ ー レ ン,ウ テ ヴ ァール,ボ ス,ロ
ラン,ヴ ェル フ,ワ トー,シ ャル リエ,ワ ッツ,な ど,き わ めて多 く
絵 画 となった神話 であ る。岩 田泰 氏 よ り。
(3)それ は神話 なので,実際 は レー デー とチ ュンダ レオース の子 であ ろ う。
(4)映画 「トロイ」,原題 は 「ヘ レン ・オブ ・トロイ」,ユ ニヴ ァーサル映
画で作 られた。1956年に も映画 「トロイのヘ レン」 が作 られた。
(5)HeinrichSchliemann(1822-1890),SelbstbiographiebisseinemTode
vervollstaendigt.18911.Aufl.邦訳 シュ リーマ ン 『古代 への情熱』
岩 波文庫。
(6)アガ メムノー ンの専横 は,「氏族社 会 の原始 的民主制 の崩壊,階 級社会
への移行」を指 し示 してい る。 『世 界 の文学 』1,新 日本 出版 社1972
年,31ペ ージ。アキ レウスは王 に対 し,庶 民 は諸侯 に対 して,反 抗 が
で きない。
(7)「ゼ ウス に懇願 す るテテ ィス」(ア ングルエ クス ・ア ン ・プ ロヴァンス
美術 館)
(8)アン ドロマケーの その後 の物語 はラ シー ヌ 『ア ン ドロマク』 に描 かれ
る。
(9)シェー クス ピアの 「ハ ム レッ ト」 の種 話 になった。
⑩ 『世界 の文 学』1,31ペ ー ジ。
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